










糖尿病合併妊娠における母児の予後を改善することは,周産期臨床にたずさわる者にとっ

て,ひとつの大きな目標である。インスリンの発見を新しい出発点として,内科領域での糖

尿病に関する研究・臨床は飛躍的に進歩をとげたが,わが国で産科領域において糖尿病合併

妊娠が注目されてきたのは比較的最近のことである。近年世界各地でさまざまな管理法が

試みられているが,母児ともに良好な予後を得るという点については,現在なおむずかしい

問題が残されている。しかも,糖尿病患者の妊娠は近年少しずつ増加しており,周産期臨床

における糖尿病合併妊娠管理の重要性は今後更に増してくることと思われる。また,妊娠糖

尿病(GDM,Gestational diabetes)を真の糖尿病と区別する考え方も一般に定着してきてお

り,この点も考慮した新しい周産期管理法の確立が必要である。そこでわれわれは討議を重

ね,以下のごとく,糖代謝異常をともなう妊娠の概念をまとめ,その母児管理指針案を作成

した。 


